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凡例




これは「改造」第七卷第六號（大正十四年六月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかな誤植は断りなく訂正しました。








無產政黨の先驅

堺　利彥







一　借金黨　小作黨　貧民黨




　明治十年代に活躍した自由民權の運動が、その實、藩閥政府に對抗するブルジヨア政黨の先驅に過ぎなかつたことは、今日ではモウ常識の見解になつてゐる。然しその當時に於いて、自由民權運動が一般人民を代表し、一般下層階級を代表してゐたことも、亦明らかな事實である。そこで當時の政黨、殊に自由黨の一部、もしくはその系統の中に於いて特に無產階級の立場に立つものを生じたのは、自然の情勢であり、當時の發達であつた。

　借金黨、小作黨、貧民黨、社會黨當時それらの名稱が屢々志士論客の口や筆に上されてゐた。自由民權の情熱に燃えた運動者がその運動中に於いて貧富懸隔の事實にブツつかり、地主小作對立の事實に當面した時、そこに何等かの疑問を起さずには居られなかつた筈である。そして彼等がヨーロツパに於ける社會黨の運動を漠然ながら傳へ聞いた時、それを日本に移殖しやうとする、氣持と希望と畫策とを生じないでは居られなかつた筈である。




二　東洋社會黨




　今日我々の間に傳へられてゐる所は、そういふ畫策の初めて具體的に出現したのは、明治十五年の『東洋社會黨』である。同年五月、樽井藤吉、赤松泰助等諸氏の發起で、肥前島原の江東寺に東洋社會黨の創立會が開かれた。來會者數百人、綱領、盟約、黨則などの決議があつた。之に對し、政府は大いに驚いたものと見え二個月の後、之に禁止を命じた。

　右の創立會で先づ問題となつたのは黨名で、或は立憲急進黨とすべしと云ひ、或は突飛黨とすべしと云ひ、議論沸騰の末、結局、原案の東洋社會黨に決した。それで一般黨員の思想と氣分とがどんなものであつたかゞ、ほぼ想像される。然し或る黨員が長崎警察署に提出したと云ふ上申書の中には、『嘗て太政官の告諭文中にも、上下を平均し、人權を齊一する云々の語あるも道義に基づかれたるにて、即ち社會主義なり』とあつて、明に『社會主義』といふ言葉が使はれてゐる。尤も、『その社會黨とは大なる親和黨と曰ふ義なり』と解釋してある程度の社會主義である。黨の『綱領』は三個條で、『我黨は道德を以て言行の規準と爲す』『我黨は平等を主義と爲す』『我黨は社會公衆の最大福利を目的と爲す』とある。即ち社會主義とはいふものゝ社會の經濟組織に關する解釋も主張もなく、只だ『平等』と云ひ、『公衆の福利』と云ふ、純粹に抽𧰼的な要求を揭げ、殊に『道德』の觀念を第一とした點に於いて、近世社會主義と大いに異つてゐる。猶ほ『盟約』『黨則』などの文中には、社會主義と云ふよりも寧ろ無政府主義的の思想傾向が多量に現はれてゐる。そこが即ち自由民權主義を觀念的に推し進めたに過ぎない所以である。

　樽井藤吉氏は大和の人で、後ち衆議院議員となつた事もあり、普通選擧運動に從事した事もあり、銀行國有論を公けにした事もある。數年前までも、氏は猶ほその老軀を提さげて、銀行國有論の爲に奔走して居られた。




三　車界黨




　次に出現したのは明治十六年の『車界黨』（或は車會黨）である。これは東京市に馬車鐵道會社が出來たのに對する反對運動で、初めは馬車鐵道反對同盟會と稱し、市内の車夫を糾合した團體であつた。運動の中心人物は奧宮健之、三浦龜吉の二氏であつた。

　當時、自由黨は三菱財力の橫暴に憤り、『海坊主退治』と稱して盛んに之れを攻擊し、又改進黨と三菱との關係を摘發して之を痛罵してゐた折柄であるので、黨内の少壯連が偶々馬車鐵道を好機として、人力車夫の結合に依り、一般貧民の爲に氣熖を擧げたわけである。馬車鐵道廢止の運動と云へば、昔しイギリスで舊式の織工が新らしい紡績機械を壞しにかゝつたのと善く似た、初期の幼稚な運動ではあるが、兎にかく資本の勢力に對する勞働者の團結運動といふ點に於いて、車界黨は東洋社會黨に比べて一層多く社會黨の意義實質を持つてゐたものである。車界黨といふ名稱が、社會黨の音を取り、車夫の車の字を取つたのである事は云ふまでもない。

　それで車界黨は先づ神田明神に車夫大懇親會を開き、次いで兩國井生村樓に車夫大演說會を開いた。この演說會には植木枝盛、栗原亮一などいふ自由黨の名士、その外、若手のあばれ者として知られた伊藤仁太郞などが出席し、いづれも車夫のハツピを着て演壇に立ち、中止の命令で大混雜を起し、煙草盆が盛んに飛んで警官にブツつかるといふ騷動もあつた。それから政府は直ちに車界黨を禁止し、併せて車夫の組合に嚴重の取締を加へた。程なく奧宮氏が名古屋事件で石川島監獄に入れられたので、この運動は自然に消滅した。

　奧宮健之氏は土佐の人、當時僅かに廿二歳、自由黨の少壯者中に在つて大いに頭角を現はし、演說文章を以つて『南船北馬、席暖まるに遑あらず、極力自由の大義を鼓吹し』たが、後ち『言論是れ虛器のみ』と稱して秘密の實行運動に入り、遂に前記の名古屋事件を起し、强盗殺人等の罪名を以て無期徒刑に處せられた。三浦龜吉氏は元と根津遊廓の車夫であつたが、後ち自由黨の名士、吉田正春氏および大井憲太郞氏の抱え車夫となり、遂に自由主義の運動者となつた。但し晩年は餘り善くない意味の『壯士』として知られてゐた。




四　東洋自由黨




　明治廿五年十一月、大井憲太郞氏が自由黨を脫して別に『東洋自由黨』を組織した。東洋自由黨はその政綱として何よりも先づ『貧民勞働者保護』を標榜し、黨内に『日本勞働教會』と『普通選擧期成同盟會』とを設置し、その機關紙たる週間『新東洋』には、ベラミーの『ルツキング・バツクワード』（有名なる社會主義のユトピヤ記）を譯載した。それだけでもこの新團體が、名は『自由黨』であるけれども、可なりに『社會黨』の實質を持つてゐた事がわかる。

　これより先き、明治廿三年に帝國議會が開設されると同時に、自由民權選動の夢は覺めた。自由黨も改進黨も、實は地主黨、資本家黨に過ぎない事が、漸く分りかけて來た。フランス自由主義の代表的學者として、また清廉奇侠の傑士として名聲を博してゐた中江篤助（兆民）氏の如きは、議會の形勢に憤慨して間もなく議員を辭した程である。

　明治廿四年、中江兆民主筆、新井章吾主幹といふ組織で『自由平等經綸』といふ雜誌が出た。中江氏、新井氏、共に自由黨に飽き足りない急進論者であつた。然し中江氏等は單に急進的自由主義者であつたが、この雜誌に現はれた、生原盛之氏の『平民主義』と題する論文の中には、『有產者は無資者を使役し』『細民は富者の奴隷たるを免るる能はざるの慘狀』云々の文字があり、又江口三省氏は『貧富の懸隔は去る可らざる乎』と題する論文をこの雜誌に載せ、兩者共に著るしき社會主義的傾向を示してゐた。

　その頃、自由黨の機關新聞に『自由』と云ふのがあつた。その主筆は江口三省氏で、その記者に大道和一、佐藤勇作、石谷富藏、上野岩太郞等の諸氏があり、いづれも社會主義的傾向を有してゐた。從つてその紙上には、社會主義に關する論文が續出し、普通選擧論や地主全廢論が盛んに賑はつてゐた。又『自由』の經營者は粕谷義三氏等であつたが、當時、同氏の許に寄食してゐた少年石川三四郞君の後に語る所に依れば、そのころ粕谷氏を訪問する常連の自由黨員の間には、いつでも『財產平均論』で議論が沸騰してゐたと云ふ。

　又明治廿五年冬、大道和一、佐藤勇作、上野岩太郞、酒井雄三郞、小島龍太郞等の諸氏が集まつて『社會問題講究會』といふを作つた。小島氏は當時衆議院書記官で、中江兆民の系統に屬するフランス學者であつた。酒井氏もその系統の學者であつた。これら諸氏のモツトオは『自由主義の新領地は社會問題に在り』と云ふのであつた。（上野氏は德富蘇峰氏の民友社から出た人であつた。酒井氏は屢々『國民之友』に寄書してゐた。民友社はその當時の態度に於いて、又種々の因緣に於いて、有力なる社會主義的思想の宣傳者であつたが、その事はこゝに略する。）

　斯して自由黨の左翼から社會黨の生れるべき情勢が稍や備はりかけてゐた。然るに自由黨全體としては、いよ〳〵ます〳〵軟化の度を進め、星享等の領袖は陸奧宗光を通じて長閥の伊藤博文等と握手する傾向を示して來た。そして明治廿四年の大會に於ける宣言には、明らかに社會主義排斥を聲明してゐる。曰く『我黨の自由主義は富者貧者をして各々其分に從ひ相共に社會の利を享けしむるに在り强て之を平均せしめ之を共有せしむるが如き社會主義は我黨の自由主義と相戾る所なり。』

　この宣言案の討議中、小林樟雄氏は『勞働者保護法を設くる事』といふ一項を揷入したいと發議して否決された。小林氏は曩に大井憲太郞氏等と共に朝鮮事件を起した人である。この一事を見ても、大井氏等の一派の主張と、それの行はれなかつた樣子とが察せられる。そして大井氏が遂に自由黨を脫して、別に東洋自由黨を組織するに至つた事情がわかる。その前後、上野氏が頻りに社會主義的論文を書くので、それが爲に板垣伯の御機嫌を損じ、遂に『自由』を退社するの止むなきに至つたといふのも、面白い話である。

　然し大井氏が東洋自由黨に於いて貧民勞動者保護を唱へ、又その機關紙にベラミーのユトピヤを載せさせたとは云へ、果してどの程度まで社會主義を理解してゐたかは問題である。そして又、東洋自由黨が稍や社會黨の實質を持つてゐたとは云へ、何故に左翼の諸分子を糾合して、モツト大きな勢力に成り得なかつたか、我々の疑問として殘つてゐる。

　要するに東洋自由黨は、馬城將軍の雄名を馳せた大井氏の事業としては、甚だ振はないもので、何程の反響をも社會に與へないで消滅した。つまりこれは、資本制度の發達がまだ未熟で、從つて社會主義の起るべき地盤が充分に肥えてゐなかつたと見るべきであらう。




五　日本社會民主黨




　以上、自由黨左翼としての社會主義運動は、ほんの先驅中の先驅であつた。本當の意味に於ける日本の社會主義運動は、日淸戰爭以後初めて起つて來た。それは日淸戰爭の勝利が、日本の資本制度の發達に一大時期を劃した結果である。然しその時、自由黨は旣に公然、長閥伊藤系と提携し、その左翼の大部分も軟化し、僅少の疲弊した一部分だけが排斥されたが、それらは遂に何事をも爲し得なかつた。そして新らしい社會主義運動は全く別の方面から起つて來た。

　明治三十四年五月二十日、『日本社會民主黨』が東京に生れた。その創立者は片山潜、安部磯雄、西川光二郞、木下尙江、河上淸、幸德傳次郞の六人であつた。彼等はそれより三年前（明治三十一年十月）から社會主義硏究會といふを作り、十數人の會員を有して、每月一回、芝のユニテリアン協會に會合してゐたが、遂にその中から右の六人だけが社會主義者として名乘をあげたわけである。

　社會主義硏究會の會員は主として米國もどりのクリスチヤンで、中にも片山、安部の兩氏が中心であつた。殊に片山氏は明治三十年頃から『勞働組合期成會』を作つたり、『鐵工組合』『活版工組合』の組織を助けたり、雜誌『勞働世界』を發行したりして、着々實際運動に成功しかけてゐた。安部氏は初め京都同志社の敎員となり、後ち轉じて早稻田專門學校の敎員となつてゐた。二氏ともアメリカ滯在中にクリスチヤンとして社會主義を學んだのであつて、自由黨左翼の人々などとは、全く種類の違ふ人柄であつた。

　社會民主黨創立者六人の中、西川氏は早稻田の卒業生で、内村鑑三氏の下にクリスチヤンとして働いてゐたのが、一轉して社會主義者となり、片山氏の下に働らく事になつてゐた。河上氏は靑山學院の卒業生で、萬朝報の記者となつてゐた。木下氏もクリスチヤンで、元は辯護士であつたが、當時は『每日新聞』の記者であつた。クリスチヤンでないのは幸德氏一人であつた。幸德氏は萬朝報記者であつたが、中江兆民の門弟子として、自由黨等の人物であつた。斯樣に、社會民主黨の創立者は、六人の中五人までクリスチヤンであつたが、然し只一人の幸德氏に依つて、舊自由黨左翼との脈絡が保たれてゐた。幸德氏は前記の大道、佐藤、酒井、小島等の諸氏とも交りがあり、殊に小島氏は種々の點に於いて幸德氏の運動を後援してゐた。

　扨、社會民主黨は長文の『宣言書』を作つて、勞働世界、萬朝報、每日新聞、報知新聞等の紙上で發表したが、それらの新聞雜誌は總て直ちに發賣禁止となり、黨その者も即日解散を命ぜられた。かくて社會民主黨は僅かに一日間の存在であつたが、『社會は靑天に霹靂を聞けるが如く驚きの眼を開いて之を迎へた』と云はれてゐる。兎にかく日本に於ける社會主義者の存在、社會主義運動の開始は、この時から初つて社會一般に認識されたのである。

　右の宣言書は安部氏の執筆で、『理想』としては、（一）人種の差別、政治の異同に拘はらず、人類は皆同胞なりとの主義を擴張する事。（二）萬國の平和を來す爲には先づ軍備を全廢する事。（三）階級制度を全廢する事。（四）××××××××××××××××××悉く公有とする事。（五）鐵道、船舶、運河、橋梁の如き交通機關は悉く之を公有とする事。（六）財富の分配を公平にする事。（七）人民をして平等に政權を得せしむる事。（八）人民をして平等に敎育を受けしむる爲に、國家は全く敎育の費用を負擔すべき事、の八個條が擧げられ、『實際運動の綱領』としては、獨占事業の市有。高等小學卒業までの義務敎育を公費とする事。日曜の休暇。八時間勞働。普通公平選擧。死刑廢止。貴族院廢止。治安警察法廢止。新聞條例廢止などが擧げられてゐる。

　猶ほ『宣言』は、衆議院が『富者の議會』であり、『地主資本家の衆議院』である事を指摘してゐるが、實際、その時には旣に、自由黨が政友會と變じ、板垣伯の首が伊藤侯にすげかへられ、政黨と藩閥とが結合して、衆議院が全く人民の代表たる性質を失つてゐた。そして伊藤内閣（即ち政友會内閣）の内務大臣末松謙澄氏が社會民主黨に解散を命じたのであつた。




六　日本社會黨




　社會民主黨の創立者等は、その後間もなく、更に『日本平民黨』の結社屆を出して見たが、それも直ちに解散を命ぜられた。そこで社會主義の政治運動は當分のあいだ駄目だと云ふので、『再び敎育的、宣傳的の方針を取る』事となり、彼等は單に『社會主義協會』として活動を繼續した。

　社會主義協會時代が約二年、それから日露戰爭中、非戰論を標榜して立つた『週刊平民新聞』時代（平民社中心時代）が約二年、社會主義運動は可なり眞劍に、可なり猛烈に、可なり有効に繼續されたが、然しそれが公然の政治運動となる機會は得られなかつた。それでも平民社時代に、木下尙江氏を候補者として衆議院議員の選擧運動をやつた事がある。勿論、宣傳の一方策に過ぎなかつたが、東京市に於いて三十二個の投票を得た。

　然るに明治三十九年一月、西園寺内閣が成立した時、前の桂内閣が言論壓迫を極めた反動として、新内閣は幾分寬容政策を取るだらうといふ評判があつた。そこで西川光二郞、樋口傳の二氏が試みに『日本平民黨』といふ結社の屆出をした。網領は只『普通選擧の期成』といふ一個條であつた。次いで堺利彥、深尾韻の二人が『日本社會黨』の屆出をして見た。それは單に『社會主義の實行を期す』と云ふのであつた。所が政府はそれらに對して何ら干涉の態度を示さないので、更に右二黨が合同して『日本社會黨』を作り、二月十四日、京橋木挽町加藤病院内に於いて第一回大會を開いた。

　大會の出席者は三十五名、竹内余所次郞氏が座長となり、評議員十三名（片山潜、堺利彥、西川光二郞、加藤時次郞、竹内余所次郞、齋藤兼次郞、樋口傅、岡千代彥、森近運平、深尾韶、山口義三、田添鐵二、幸内久太郞）を選擧し、更に評議員中から幹事三名（森近、西川、堺）を選擧した。幹事が大會から委托されて作成した『黨則』には、『第一條、本黨は國法の範圍内に於て社會主義を主張す』とあつた。（この時、幸德氏はアメリカに遊んでゐた。安部氏は學校の關係上、實際運動にたづさわる事が出來なかつた。木下氏は宗敎的傾向が濃厚になつて、政治運動を好まない態度であつた。）

　兎にかくこれで型ばかりにもせよ、日本に初めに公然たる社會黨の結社が出來た。機關雜誌『黨』は每號『日本社會黨報』を載せ、黨員名簿を公表した。當時『一同志』が『日本社會黨に餞す』と題して『黨』に載せた一文の中に、次の如き文字がある。

『試みに汝の評議員を檢せよ、竹内は一個の藥劑師に非ずや。岡は一個の活版工に非ずや。齋藤は一個の餝職人に非ずや。幸内も亦た一個の金物職人に非ずや。深尾は小學敎員たりし者なり。森近は縣廳の屬官たりし者なり。樋口は僅かに書畫類の販賣を以つて其口を糊せし者なり。堺、山口、西川の如きは、未だ黃口の書生に過ぎず。田添、加藤、片山の如き、歐米に留學して高等の敎育を受け、現に相當の地位を有なきに非ずと雖も、通して之を見れば實に貧弱の感なきを得ず、』『更に進んで汝の黨員なるものを檢せよ。人力車大あり、ヨカ〳〵飴屋あり、職工あり、書生あり、失業者あり、居候あり、兵卒あり、小作人あり、郵便局員あり、而うして其數未だ手にだも達せずるに非ずや。』

　黨員は實際、千人どころでなく、二百名に充たなかつた。然し彼等は『首領何する者ぞ、名士何する者ぞ、社會黨の氣力精神は只だ平民勞動者の自覺の中に在り』といふ意氣込であつた。

　日本社會黨の主なる仕事としては、他の進步的諸團體と共にやつた普通選擧運動、『國家社會黨』と提携してやつた電車値上反對運動などであつた。この反對運動は、日比谷公園に於ける二回の市民大會となつて現はれ、その結果、兇徒聚衆罪として、齋藤、桶口、深尾、山口、西川、大杉、半田、吉川、岡、竹内等の被告を出だした。

　日本社會黨の第二回大會は明治四十年二月十七日、神田の錦輝館で開かれた。この大會は、丁度日本來遊中のイギリス獨立勞働黨の首領ケヤ・ハーデー氏が臨席したりして、非常に緊張した光景であつた。出席黨員は六十餘名であつた。問題の焦點は、議會政策論と直接行動論との衝突であつた。前者は主として片山潜、田添鐵二氏等の主張であり、後者は主として幸德傳次郞氏の主張であつた。幸德氏は前年からアメリカに遊んでゐたが、その前後に於いて『思想の變化』を起し、無政府主義的態度（若しくはサンヂカリズムの態度）を取る事になつて來た。そこで直接の問題は、日本社會黨が普通選擧運動をやるかやらぬかと云ふに在つた。そして評議員會はその兩說を折衷した決議案を大會に提出した。即ち評議員案は普通選擧運動を黨員の隨意運動とすると云ふのであつた。然るに之に對し、田添氏は、普通選擧を有力なる運動方法の一なりと認むといふ修正案を提出し、幸德氏は、議會政策の無能を認めるといふ修正案を出した。採決の結果は、田添案二票、幸德案は二十二票、原案廿八票であつた。

　然るにこの大會の記事が『日刊平民新聞』に現はれると、同紙は忽ち發賣禁止となり、日本社會黨も續いて解散を命ぜられた。

　日本社會黨時代に、一つ面白い現𧰼があつた。それは、昔しの奧宮健之氏が新たにこの運動に加はつて來た事であつた。氏は、日本社會黨に加入はしなかつたが、常にその黨員と共に運動してゐた。舊自由黨左黨と社會主義運動との因緣がこゝにも現はれて來たわけである。




七　社會主義同盟




　その後、間もなく赤旗事件が起り大逆事件があつて、社會主義運動は一時全く亡びてしまつた。政治運動どころの段ではなく、社會主義者そのものの存在が社會から忘れられた形であつた。

　然るに世界大戰前後に於いて漸く復活しかけてゐた社會主義者等は、大正八年の夏に至り、『社會主義同盟』の運動を起した。この新運動は、古い社會主義者や無政府主義者が發起したものには相違ないが然し決してそれらの復活ではなかつた。復活でないばかりでなく、彼等としては、寧ろ自らその古い型や狹い枠を破つて、新たに、廣い自由な組織を發達させようとしたのであつた。そこで社會主義同盟の發起人とした發表された人々は、有らゆる社會主義的の勞働團體、思想團體、社會運動團體の代表者であつた。つまり、小いさく堅まつた古い定連の社會主義者の任務は旣に終つたのであるから、新人物の手に依つて新時代に相應する新形體の運動が起りかけたわけであつた。

　然しこの運動は只、大戰爭の後に於ける世界的機運に適合すべく、有らゆる社會主義的要素の勢揃ひをして見たと云ふだけの事で、示威的、宣傳的の効果は可なりに大きかつたと考へられるけれども、實際運動の具體的進展としては、殆んど何らの得る所もなく、約一年間の活動の後、解散の命に依つて消滅した。




八　無產政黨




　その後、曉民共產黨、日本共產黨などいふ秘密結社の裁判事件があつて、狹義の社會主義運動は再び亡びてしまつた。思想團體と稱された諸方面の小組織も殆んど總て消滅した。そして勞働組合、農民組合、水平社などが大いに勃興した。

　然し組合運動と民族的運動とだけでは、何かの不足を感ずる。そこに政治運動の要求が生じた。恰も好し、普通選擧は『曲りなり』にも行はれる事になつた。無產政黨組織の運動は各方面から一齊に起つて來た。古い型と狹い枠とは、更に一段の破壞を加へられる事になつて來た。社會主義同盟に依つて初めて一般化された社會主義運動は、今回の無產政黨運動に依つて本當に大衆化されるであらう。







無產政黨の先驅









著　者：堺利彥







古雜文庫 0114







令和二年五月二十五日発行




発行者：永江良一







パブリックドメイン

この作品は著作権保護期間を満了しています。







底　本：「改造」第七卷第六號


改造社　刊



大正十四年六月一日発行





OEBPS/image/center.png





OEBPS/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		無產政黨の先驅



		奥付











OEBPS/image/cover.jpg
BERED LR

RME &






OEBPS/image/upper-line.png
D2 of =





OEBPS/image/lower-line.png
e





